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稲敷市議会だより　第42号 2

　平成２７年第３回稲敷市議会定例会が９月１日から２５日までの２５日
間にわたり開かれました。市長より提出された議案は、条例の制定１件、
条例の一部改正５件、専決処分案件１件、各会計補正予算案７件、決算の
認定案１２件、動産の買入れ案件２件、市道路線の認定案件等３件、報告
案件７件を含めた合計３８案件が上程されました。
　開会日には、議案の他、請願１件が上程・付託された後、議長発議によ
り決算審査特別委員会が設置されました。また、最終日には議員提案とし
て発議１件が提出されました。
　議会の審査経過及び、議決の結果については下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

９月　１日（火）開会
議案等について市長の提案理由説明を受ける（３８案件）。
請願１件を常任委員会へ付託。
決算審査特別委員会が設置される。

（９月２日は議案調査のため休会）
９月　３日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】

審査のため各常任委員会及び決算審査特別委員会へ議案
３１件を付託する。

（９月４日は議案調査のため休会）
９月　７日（月）常任委員会・決算審査分科会審査【総務教育】
９月　８日（火）常任委員会・決算審査分科会審査【総務教育】

（９月９日は委員会の事務整理のため休会）
９月１０日（木）常任委員会・決算審査分科会審査【市民福祉】
９月１１日（金）常任委員会・決算審査分科会審査【市民福祉】
９月１４日（月）常任委員会・決算審査分科会審査【産業建設】
９月１５日（火）常任委員会・決算審査分科会審査【産業建設】

（１６日は、委員会の事務整理のため休会）
９月１７日（木）決算審査特別委員会（全体審査）

（９月１８日は決算審査特別審査　全体審査　予備日）
（９月２４日は今定例会の議事整理のため休会）

９月２５日（金）各常任委員長及び決算審査特別委員長から付託議案に対す
る審査報告を受け、議案３１件に対する討論、採決及び請
願１件に対して採決を行う。また、議員発議が提出され【発
議第６号】に対し質疑、討論、採決を行う。
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稲敷市議会だより　第42号3

議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

報告第５号 平成27年度一般財団法人稲敷市
農業公社事業の報告について

市農業公社の平成26年度事業報告及び
平成27年度事業計画報告 ― 報告

報告第６号 平成26年度稲敷市一般会計継続
費精算報告書について

平成26年度に終了した子ども・子育て
支援事業並びに新利根地区新設小学校
建設事業についての報告

― 報告

報告第７号 健全化判断比率の報告について

平成26年度決算を基に実質赤字比率、
連結実質赤字比率、実質公債費比率及
び将来負担比率について報告するもの
で、いずれも早期健全化基準を下回っ
ている

― 報告

報告第８号 稲敷市農業集落排水事業特別会
計の資金不足比率の報告について

各公営企業会計について、平成26年度
決算を基に、資金不足比率を報告する
もので、全４会計において資金不足は
ない

― 報告

報告第９号 稲敷市公共下水道事業特別会計
の資金不足比率の報告について ― 報告

報告第10号 稲敷市水道事業会計の資金不足
比率の報告について ― 報告

報告第11号 稲敷市工業用水道事業会計の資
金不足比率の報告について ― 報告

議案第64号
専決処分の承認を求めることに
ついて（平成27年度稲敷市一般
会計補正予算（第２号））

ふるさと納税に係る業務委託費の増加
に伴う予算増額 総務教育 原案承認

（19：０）

議案第65号

稲敷市行政手続における特定の
個人を識別するための番号の利
用等に関する法律に基づく個人番
号の利用及び特定個人情報の提
供に関する条例の制定について

「行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法
律」（マイナンバー法）が、段階的に
施行されることに伴い条例を制定する
もの

総務教育 原案可決
（18：１）

平成27年第３回
稲敷市議会定例会
平成27年第３回
稲敷市議会定例会

平成26年度全決算（12会計）を認定平成26年度全決算（12会計）を認定

平成27年第３回
稲敷市議会定例会
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第66号 稲敷市個人情報保護条例の一部
改正について

マイナンバー法の施行に伴い、条例の
一部を改正するもの 総務教育 原案可決

（18：１）

議案第67号 稲敷市情報公開等審査会条例の
一部改正について

マイナンバー法の施行並びに市個人情
報保護条例の一部改正に伴い条例の一
部を改正するもの

総務教育 原案可決
（18：１）

議案第68号 稲敷市手数料徴収条例の一部改
正について

マイナンバー法の施行並びに同法の施
行に伴う関係法律の整備等に関する法
律の施行に伴い条例の一部を改正する
もの

市民福祉 原案可決
（19：０）

議案第69号
稲敷市保健センターの設置及び
管理に関する条例の一部改正に
ついて

市公共施設再編方針に基づき稲敷市東
保健センターを廃止するもの 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第70号
稲敷市消防団員の定数、任免、
給与、分限及び懲戒、服務等に
関する条例の一部改正について

市消防団員の定数を1,537人から1,400人
に減員するもの 総務教育 原案可決

（19：０）

議案第71号 平成27年度稲敷市一般会計補正
予算（第３号） 予算総額を220億9,144万２千円とする 各常任委員会 原案可決

（19：０）

議案第72号 平成27年度稲敷市国民健康保険
特別会計補正予算（第１号） 予算総額を67億3,771万９千円とする 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第73号
平成２７年度稲敷市農業集落排
水事業特別会計補正予算（第１
号）

予算総額を４億2,362万５千円とする 産業建設 原案可決
（19：０）

議案第74号 平成27年度稲敷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第１号） 予算総額を16億1,155万２千円とする 産業建設 原案可決

（19：０）

議案第75号 平成27年度稲敷市介護保険特別
会計補正予算（第２号） 予算総額を35億9,490万９千円とする 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第76号
平成27年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計補正予算（第
１号）

予算総額を２億939万８千円とする 産業建設 原案可決
（19：０）

議案第77号 平成27年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第１号） 予算総額を８億6,303万２千円とする 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第78号 平成26年度稲敷市一般会計歳入
歳出決算認定について

歳入決算額：218億2,123万2,474円
歳出決算額：204億6,767万6053円

決算審査
特別委員会

原案可決
（18：１）

議案第79号
平成26年度稲敷市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

歳入決算額：61億9,292万9,605円
歳出決算額：57億4,896万4,538円

決算審査
特別委員会

原案可決
（18：１）

議案第80号
平成26年度稲敷市、稲敷郡町村
及び一部事務組合公平委員会特
別会計歳入歳出決算認定につい
て

歳入決算額：20万9,763円
歳出決算額：11万 361円

決算審査
特別委員会

原案可決
（19：０）

議案第81号
平成26年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入決算額：４億2,881万9,904円
歳出決算額：４億1,657万3,544円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）



議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第82号
平成26年度稲敷市公共下水道事
業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入決算額：20億6,618万  368円
歳出決算額：19億8,801万4,260円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）

議案第83号 平成26年度稲敷市介護保険特別
会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：32億9,902万8,389円
歳出決算額：31億5,416万3,099円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）

議案第84号 平成26年度稲敷市浮島財産区特
別会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：150万8,053円
歳出決算額： 99万7,911円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）

議案第85号 平成26年度稲敷市古渡財産区特
別会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：391万1,774円
歳出決算額：334万3,624円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）

議案第86号
平成26年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計歳入歳出決算
認定について

歳入決算額：1億9,640万6,415円
歳出決算額：1億9,590万8,000円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）

議案第87号
平成26年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入決算額：8億7,153万6,548円
歳出決算額：8億6,047万4,017円

決算審査
特別委員会

原案認定
（18：１）

議案第88号 平成26年度稲敷市水道事業会計
決算認定について

総収益：9億7,090万9,529円
総費用：9億2,412万8,450円

決算審査
特別委員会

原案認定
（18：１）

議案第89号 平成26年度稲敷市工業用水道事
業会計決算認定について

総収益：952万7,650円
総費用：540万1,601円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）

議案第90号 動産の買入れについて
買入れ物件：新庁舎庁内
　　　　　　ＬＡＮ共通スイッチ等
契約金額：2,522万2,320円

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第91号 動産の買入れについて 買入れ物件：新庁舎庁移動書架
契約金額：4,536万円 総務教育 原案可決

（19：０）

議案第92号 市道路線の認定について 市道（桜）4213号線を認定するもの 産業建設 原案可決
（19：０）

議案第93号 市道路線の変更について 市道（江）4034号線及び（桜）1312号
線を変更するもの 産業建設 原案可決

（19：０）

議案第94号 市道路線の廃止について 市道（江）1067号線外３路線を廃止す
るもの 産業建設 原案可決

（19：０）

発議第６号
私立こども園の用地選定及び新
利根幼稚園存続に関する方針決
定を早急に求める決議

提 出 者　　髙野　貴世志 ― 原案可決
（14：５）

稲敷市議会だより　第42号5

受付日 件　　　　名 提　出　者
住所・氏名 付託委員会 審議結果

（賛成：反対）
請願第２号

（H27. 8 .17）
新利根幼稚園の存続を願
う請願

稲敷市下太田16番地
　岡野　愛美　外33名 総務教育 採　択

（14：５）
※詳しい議決賛否は、市ホームページをご覧ください。
※議長は採決に加わりません。（ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。）

請 願 の 審 議 結 果



市の公共施設再編方針では、新庁舎建設に伴
い、生涯学習課を江戸崎公民館に配置し、社会

教育の拠点とするため、市のメーン公民館にするとし
ている。
公民館を利用する一部の市民だけでなく、市民との会話を更に深め、また教育
委員会との連携も重要であり、生涯学習課本課は、本庁に配置すべきと考えるが、
合併効果と効率的財政運営を図る上で、公民館配置が最良と考えるのかを伺う。

公共施設再編方針の策定は、関係部課などによる再編プロジェクトチー
ムにより、方針の素案を策定し、公民館は統廃合することなく、4地区に

機能を持たせ、実務者間での議論を踏まえ、市民と直接会話できる公民館に生涯
学習機能があるべきとの結論に至りまいた。市民目線に立った市民活動の拠点施
設に配置することで、サービス向上が図れると判断しましたが、新庁舎建設によ
る新たな体制のもとに、業務状況に応じた柔軟な体制づくりに取り組んでまいり
ます。

公民館は、地域や市民の身近で重要な行政機能であり、ここに生涯
学習本課を配置することは、直接市民と会話し、きめ細かなサービス

を行うことができると考えたものです。
今後も円滑な事務執行のため、現場の声を正確に反映できますよう執行体制の

維持向上に努めてまいります。

この案件を含め議場での質問内容や答弁は、重要であります。そのた
め対応状況を4半期ごとに進捗管理を行い、様々な行政課題に対しこれ

までの議論を認識すると共に事業効果を検証しながら、より良い行政運営を行っ
てまいります。
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篠 田 純 一
議 員

本庁に生涯学習課配置を
田口市長 市民活動の拠点施設に

配置したい

篠田

市長

総務部長

副市長

生涯学習課の配置が予定される江戸崎公民館
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若
松

これからの市の存続をかけ取組むべきものは、文化芸術の
振興であり、これをもとに観光や産業の振興、雇用創出を図

る時代であると考える。
地方創生により若者の定住促進のための雇用の場の確保、子育て
支援をはじめ、文化芸術の振興策など、若者が住みたくなるまちづ
くりに向けた事業展開が求められているが、若者、特に若い女性に
魅力ある文化の香る豊かなまちづくりと定住促進対策について伺う。

現在総合戦略の最終的調整を行っており、定住促進策を検討しております。
１点目は、本社を誘致するための市独自の優遇制度、２点目は、３世代同居に対する

リフォーム費用や新築費用の支援、３点目は、赤ちゃん誕生から大学卒業までの手厚い子育て
支援を行うことを検討しています。
またこの他、地域の魅力を高めるため、文化芸術、スポーツを通じて地域を元気にする施策
の実現に向け取り組んでまいります。

地方創生の実現に向け総合戦略の
方向性と定住促進対策は

5年間を計画期間とし、
総合戦略を策定する

若松

市長

サテライトオフィスの誘致や、創業支援対策とし創業事業者に対する補
助制度を検討してまいります。政策調整部長

市
長

総
務
部
長

利
活
用
可
能
物
件
は
少
な

い
も
の
と
推
測
し
て
お
り
ま

す
が
、
所
有
者
の
意
向
確
認

や
不
動
産
業
者
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、入
居
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
空
き
家
バ
ン
ク

創
設
に
向
け
、
有
効
活
用
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
創
設
に
向
け

制
度
設
計
に
取
り
組
む

田
口
市
長

田口市長
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一
般
質
問今年7月、何の前触れもなく新利根幼稚園の保護者に対

し、「私立のこども園を２年後の平成29年４月から開園し、
既存の老朽化した新利根幼稚園の廃園」という方針案が示された。
その後、保護者からの市立幼稚園の存続を願う署名活動がおこると、この方針をリセット
し、協議会を設置するとした。
次年度の入園対象となる保護者の方々、地域の方々、私立こども園予定の法人の皆さまの
ためにも、早急な方針案を示すことによる不安の払しょくが必要ではないか。稲敷市合併か
ら10年間の幼児教育方針はどのようなものであたったのか。これまでの経緯や今後の対応
について、伺う。

社会福祉法人による幼保連携型認定こども園の設置につきまして、地元の皆さ
まからのご意見を伺うため、６月と７月に保護者の皆様と地元代表の皆さまに説

明会を開催しました。その後、皆さまから、特別支援教育や、交通環境等への不安、また、
公立幼稚園の存続等のご意見を頂戴しました。

ご意見を踏まえ再考した結果、旧根本小学校跡地を建設候補地とすること、新利根幼稚園
の運営を民間に委ねることにつきまして、一旦リセットすることに致しました。

今後は、協議会を設置し、市全体の幼児教育の在り方、更には運営方針について、社会福
祉法人からの要望事項も踏まえ、その中でご議論を頂き、方針を策定していきたいと考えま
す。

　義務教育就学前の幼児教育は、教育の原点であると考えます。幼児教育の充実の中
で、行政に求められる役割は、ますます重要になり、その役割を最大限に果たしてい

かなければなりません。
　早急に協議会を設置しまして、市全体の幼児教育の基本方針の策定に合わせ、社会福祉法
人が運営します認定こども園整備に関する件につきましても今年度中に方針を示すことので
きる作業スケジュールで進めていく考えです。時間
的な制限の在る中、スピード感を持って課題解決に
取り組んでまいります。

※質問中にある「存続を願う署名活動」は、今定例
会に新利根幼稚園の存続を願う請願という形で提
出されました。

根 本 光 治
議 員

新利根地区の幼稚園問題の
早期解決を
田口市長 スピード感をもって

　　課題解決に取り組む

根本

市長

教育部長
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政
市

を
問
う

松 戸 千 秋
議 員

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を
問
う

産
前
産
後
ケ
ア
の
充
実
、
強
化
を
図
る

少
子
化
は
、
ど
の
自
治
体
に

お
い
て
も
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。
合
併
か
ら
10
年
、
毎
年
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
当
市
に
お
い

て
、
妊
産
婦
に
安
心
し
て
暮
ら
し
、
子

育
て
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
産
前
産

後
ケ
ア
の
切
れ
目
の
な
い
充
実
強
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

1
．
子
育
て
応
援
配
信
メ
ー
ル
の
導
入

及
び
孫
育
て
サ
ポ
ー
ト

2
．
母
乳
育
児
支
援
事
業
の
導
入

3
．
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
導
入

子
育
て
配
信
メ
ー

ル
は
、
子
育
て
の
不

安
解
消
、
孤
立
感
を
予
防
で
き
る
こ
と

か
ら
来
年
度
7
月
か
ら
の
導
入
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
孫
育
て
サ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
は
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
等
に
祖
父
母
を
含
め
家
族
の
方
に
参

加
頂
け
る
よ
う
周
知
、
事
業
の
方
法
等

を
工
夫
し
ま
す
。

母
乳
育
児
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

助
産
師
の
実
態
に
即
し
た
専
門
知
識
、

経
験
は
大
変
に
有
効
で
す
の
で
、今
後
、

助
産
師
に
よ
る
事
業
を
取
り
入
れ
産
前

産
後
ケ
ア
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

4
．
子
育
て
応
援
行
政
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ

ド
（
マ
マ
フ
レ
）
の
導
入

子
育
て
支
援
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
に
は
、

専
任
と
し
て
の
人
員
の
確
保
が
前
提
と

な
り
ま
す
が
、
利
用
し
や
す
い
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
図
っ
た
上
で
、
子
育
て
支

援
の
総
合
窓
口
と
し
て
子
育
て
支
援
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
設
置
を
検
討
し
ま

す
。育

児
を
応
援
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
ガ

イ
ド
、マ
マ
フ
レ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
情
報
の

網
羅
性
、
探
し
や
す
さ
、
わ
か
り
や
す

さ
が
あ
り
、
県
内
で
も
導
入
し
て
い
る

市
町
村
が
あ
り
ま
す
。

企
業
と
の
連
携
に
よ

り
、
自
治
体
の
負
担

も
軽
減
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
総
合
戦
略

の
中
で
も
実
施
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
総

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

し
て
導
入
を
目
指
し

ま
す
。

松
戸

保
健
福
祉
部
長

教
育
部
長

保
健
福
祉
部
長

?
用
語
解
説

子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
は
…

　

子
育
て
中
の
保
護
者
に
多
様
な
子
育

て
支
援
情
報
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
、

様
々
な
子
育
て
の
相
談
に
応
じ
子
育
て
を

応
援
す
る
専
門
職

マ
マ
フ
レ
と
は
…

　

利
用
者
目
線
に
立
っ
た
共
通
の
メ

ニ
ュ
ー
体
系
を
用
い
る
こ
と
で
、
子
育
て

情
報
を「
探
し
や
す
く
」「
分
か
り
や
す
く
」

紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
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一
般
質
問スクールソーシャルワーカーを活用することによって、

子供の貧困の解消、不登校の解消、児童虐待の防止等のメ
リットが生まれるといわれている。そこで、当市のワーカー活用事業の評価、今後の課題、
また、対応事例の件数及び解消状況、関係機関との連携について伺う。

平成26年度の取扱い実績が2件とのことだが、スクールソーシャルワーカー活用事
業を十分に活用できていなかったといわざるを得ないのではないか。県事業のスクー

ルソーシャルワーカー活用事業を有効に活用して、しっかりとした成果を挙げるべきだと考
える。市としては、今後スクールソーシャルワークをどのような形で展開していくのか、今
後の方針について伺う。

市では、県事業を活用し平成24年度、26年度に中学校へワーカーを配置しまし
た。26年度は、１日４時間で12日の配置をし生徒や保護者の支援について、助言

や面談により不安を和らげることができた等の成果がありました。取扱件数は、24年度が１
件、26年度は２件であり保護者の不安軽減、福祉機関への橋渡しができました。また、児童
相談所や子ども家庭課の家庭教育相談員との連携により支援を検討してきました。

今後、ワーカーの配置なども検討し関係機関との連携を深め支援に努めます。

本市においても、スクールソーシャルワーカーの支援が必要な状況もあります。
こういったケースの場合には、これまでほとんどの場合、学校、子ども家庭課、

民生委員、児童相談所などの関係機関が連携しながらの対応でした。
今後はさらに、県スクールソーシャルワーカー活用事業について、学校や関係機関、保護

者の皆様に周知をするとともに積極的な活用を図っていきます。

竹 神 裕 輔
議 員竹神

竹神

スクールソーシャルワーカーの
活用を問う
教育部長 ワーカーの配置を検討し支援に

努める

教育部長

教育部長

?
用
語
解
説

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
…

児
童
や
生
徒
が
学
校
や
日
常
生
活
で
直

面
す
る
苦
し
み
や
悩
み
に
つ
い
て
、
児

童
・
生
徒
の
社
会
環
境
で
あ
る
家
族
、
友

人
、
学
校
、
地
域
に
働
き
か
け
、
福
祉
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
解
決
を
支
援
す

る
専
門
職
。



稲敷市議会だより　第42号11

政
市

を
問
う

教
育
部
長

山 口 清 吉
議 員

就
学
補
助
制
度
の
拡
充
を

義
務
教
育
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て

就
学
援
助
制
度
に
つ

い
て
は
、
経
済
的
理
由

の
た
め
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
就
学
援

助
費
を
交
付
し
、
義
務
教
育
を
誰
も
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

適
用
基
準
の
引
上
げ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
近
隣
市
町
村
の
実
情
を
考
慮
し
な

が
ら
、
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
援
助
費
の
種
類
の
増
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
給
食

費
、
医
療
費
な
ど
に
な
り
ま
す
が
、
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
入
学
準
備
金
貸
付
制
度
に

つ
き
ま
し
て
は
、
近
隣
の
市
町
村
で
の

導
入
は
現
在
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
返
金

時
に
就
学
援
助
費
が
相
殺
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
負
担
増
に
な
る
事
な
ど
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

近
隣
の
今
後
の
動
向
も
み
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の

学
習
権
を
保
障
さ
せ
る
た
め

に
、準
要
保
護
適
用
基
準
の
引
き
上
げ
、

ま
た
、
就
学
援
助
項
目
の
増
設
。
更
に

は
、
新
入
学
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
入

学
準
備
期
間
か
ら
既
存
の
就
学
援
助
費

が
支
給
さ
れ
る
ま
で
の
間
を
立
て
替
え

る
目
的
で
、
入

学
準
備
金
貸
付

制
度
を
導
入
す

る
考
え
は
な
い

か
を
伺
う
。

教
育
部
長

山
口

差別のない働きがいのある市役所
にするため、市職員は、正規職員を

原則とし、非正規職員は必要最小限にし、
また、非正規職員の待遇改善を実施する考
えはないか。現在の状況も含め、伺う。

現在常時勤務を要しない非常勤・
臨時職員は全体の33％で、児童クラ

ブの放課後児童支援員、補助員、保育園・
小学校等の特別支援教育支援員、認定こど
も園講師及び補助員が主であり、これらは
短時間の勤務体制のため、非常勤職員等で
の対応の方が効率的です。ちなみに一般事
務職の非常勤職員は全体の6.4％です。

近年、生活の多様化に合わせ、フルタイ

市職員の格差是正を
田口市長 社会のニーズに合わせた選択可能な任用を

山口 ムでない臨時的な雇用を望まれる方も多く
いらっしゃいます。市では多様なニーズに
対応するため、働く方が選択可能な任用を
行っています。

今後も、一層の業務効率化に取り組みな
がら、臨時や非常勤の職員についても、必
要最小限の任用を図り、適正な定数管理と
人事配置に努めてまいります。

このほか、病児保育・病後保育の実施に
ついての質問がありました。

市長
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討
　
論
討
　
論

（
第
３
回
定
例
会
）

議
案
第
78
号
‥
平
成
26
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

議
案
第
79
号
‥
平
成
26
年
度
稲
敷

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
65
号
‥
稲
敷
市
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

治
体
や
企
業
の
対
策
も
お
く
れ
て
い

る
状
態
で
厳
重
な
保
管
が
必
要
な
番

号
の
通
知
を
始
め
る
こ
と
は
、
個
人

情
報
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り

実
施
に
突
き
進
む
の
は
無
謀
で
あ

る
。
国
民
の
支
持
や
理
解
が
広
が
ら

な
い
制
度
を
急
ぐ
必
要
は
な
く
、
延

期
し
て
も
国
民
に
何
の
不
利
益
も
な

い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
実
施
中
止
の

決
断
を
す
る
こ
と
こ
そ
必
要
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
実
施
の
た
め

の
条
例
制
定
及
び
改
正
の
議
案
第
65

号
、
第
66
号
、
第
67
号
の
３
議
案
に

一
括
し
て
反
対
す
る
。

望
む
と
討
論
し
た
が
、
平
成
26
年
度

一
般
会
計
決
算
で
は
、
基
金
の
平
成

26
年
度
末
現
在
高
が
１
３
２
億
円
と

い
う
膨
大
な
額
と
な
っ
て
い
る
。
地

方
自
治
体
の
予
算
は
単
年
度
主
義
が

原
則
で
あ
り
、
地
方
交
付
税
が
減
額

さ
れ
る
の
で
基
金
を
積
立
て
る
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
度
を
越
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

山
口
清
吉
　

　

26
年
度
予
算
審
議
で
、
１
１
１
億

円
の
基
金
を
市
民
の
暮
ら
し
と
福
祉

の
た
め
に
有
効
に
使
わ
れ
る
こ
と
を

山
口
清
吉
　

　

か
つ
て
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
と
い
え
ば
、
農
業
者
や
自
営
業
者

が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
が
、

現
在
で
は
、
年
金
生
活
者
や
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
非
正
規
雇
用
の
給
与

所
得
者
、
無
収
入
者
が
多
く
占
め
る

よ
う
に
な
り
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
貧
困
化
が
深
ま
っ
て
い
る
中
で
、

稲
敷
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、

国
民
健
康
保
険
税
を
納
入
で
き
な
い

被
保
険
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
ふ
や
す
こ
と
及
び
国
庫
負
担
の
割

山
口
清
吉
　

　

本
案
は
、
日
本
に
住
む
人
に
一
人

残
ら
ず
番
号
を
割
り
振
り
、
国
が
情

報
管
理
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を

実
施
す
る
た
め
の
条
例
改
正
で
あ

る
。
安
倍
内
閣
は
、
10
月
か
ら
番
号

を
国
民
に
知
ら
せ
る
通
知
カ
ー
ド
の

郵
送
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
多
く
の
国
民
は
制
度
を
詳
し
く

知
ら
ず
、
む
し
ろ
情
報
漏
れ
へ
の
不

安
を
広
げ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
自

議
案
第
87
号
‥
平
成
26
年
度
稲
敷

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
反
対
討
論

合
を
１
９
８
４
年
以
前
に
戻
す
よ
う

国
に
求
め
る
こ
と
を
願
う
。

山
口
清
吉
　

　

平
成
26
年
度
の
決
算
は
、
現
年

度
分
で
保
険
料
の
収
納
率
が
99
・

03
％
、
不
納
欠
損
額
は
３
、
２
０
０

円
、
過
年
度
分
の
保
険
料
の
収
納
率

は
34
・
88
％
で
、
不
納
欠
損
額
は
69

万
４
、
５
０
０
円
で
あ
り
、
ほ
ぼ
１

０
０
％
近
い
収
納
率
で
あ
る
。
そ
う

い
う
中
で
も
、
短
期
保
険
者
証
を
24

名
の
方
に
発
行
し
て
い
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
高
齢

者
を
差
別
し
、
高
い
負
担
を
押
し
つ

け
る
制
度
で
あ
り
、
廃
止
す
べ
き
で

あ
る
。
そ
し
て
、
家
族
が
一
緒
の
老

人
保
健
を
復
活
し
、
国
の
助
成
を
ふ

や
し
て
、
高
齢
者
医
療
は
無
料
に
す

べ
き
で
あ
る
。

議
案
第
66
号
‥
稲
敷
市
個
人
情
報

保
護
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
67
号
‥
稲
敷
市
情
報
公
開

等
審
査
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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議
案
第
88
号
‥
平
成
26
年
度
稲
敷

市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

発
議
第
6
号
‥
私
立
こ
ど
も
園
の

用
地
選
定
及
び
新
利
根
幼
稚
園
存
続

に
関
す
る
方
針
決
定
を
早
急
に
求
め

る
決
議

■
賛
成
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

　

近
隣
の
市
町
村
で
も
、
牛
久
市
や

龍
ケ
崎
市
、
阿
見
町
で
は
、
教
育
部

門
ば
か
り
で
は
な
く
、
多
方
面
に
わ

た
り
民
活
を
導
入
し
て
い
る
実
績
が

あ
る
。
そ
れ
を
鑑
み
て
、
こ
れ
か
ら

の
稲
敷
市
も
民
活
を
導
入
す
べ
き
、

ま
た
民
活
の
活
用
を
す
べ
き
と
考
え

る
。

根
本
光
治
　

　

合
併
以
来
10
年
間
、
幼
児
教
育
に

つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
し
て

導
い
た
答
え
が
、
公
立
、
私
立
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
の
中
で
選
べ
る
と
い
う

こ
と
が
稲
敷
市
独
自
の
結
論
で
あ

る
。
競
争
力
が
高
い
都
市
部
で
は
民

間
委
託
す
る
こ
と
は
、理
解
で
き
る
。

し
か
し
、競
争
力
が
少
な
い
当
市
で
、

幼
児
教
育
の
重
要
性
を
考
え
た
と

き
、
ま
た
、
市
の
公
立
の
幼
児
教
育

を
し
っ
か
り
と
見
直
し
た
結
果
、
保

育
園
、
幼
稚
園
が
一
緒
に
な
っ
て
初

め
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
め
る
こ
の

重
要
な
状
況
の
下
、
市
独
自
の
方
針

に
真
っ
す
ぐ
進
ん
で
も
ら
い
た
い
。

山
口
清
吉
　

　

一
般
会
計
か
ら
水
道
会
計
へ
の
補

助
金
は
４
、
５
７
２
万
円
と
対
前
年

度
比
マ
イ
ナ
ス
９
０
６
万
円
で
、
平

成
24
年
度
以
来
毎
年
の
減
額
と
な
っ

て
い
る
。
水
道
料
金
の
引
き
下
げ

は
、
市
民
の
切
実
な
願
い
で
あ
り
、

稲
敷
市
を
照
ら
す
活
力
源
で
あ
り
ま

す
。
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
を
大

幅
に
ふ
や
し
て
、
市
民
の
願
い
に
応

え
て
は
ど
う
か
。
稲
敷
市
の
活
力
の

源
は
水
道
料
金
の
値
下
げ
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
宣
言
し
反
対
討
論
と
す

る
。

柳
町
政
広
　

　

民
活
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
委

ね
、
行
政
は
指
導
、
監
督
に
重
き
を

置
く
べ
き
と
考
え
る
。

◆  

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て  

◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、

直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で
ご

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請

願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、

受
理
し
た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た

陳
情
の
議
決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ

ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

１
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・

理
由
）
は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を

求
め
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
、
ま
た
、
簡
単

明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
必
要
に
応
じ
て
図
面
や
そ
の

他
の
資
料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
内
容
の
異
な
る
２
つ
以
上
の
事
項

を
請
願（
陳
情
）す
る
場
合
は
、別
々

の
請
願（
陳
情
）書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、
提
出
年

月
日
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
（
法
人
・
任
意
団
体
の
場
合
は
、

そ
の
所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏

名
）を
記
載
し
、押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場
合

に
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
、

外
何
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
１
名
以

上
の
署
名
ま
た
は
、
記
名
押
印
が

必
要
で
す
。

６
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し

て
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
と
し
、

正
本
１
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

７
．
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て
随

時
受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
３
月
・
６
月
・
９

月
・
12
月
）
開
会
予
定
日
の
10
日
前

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の

定
例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、

次
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆  

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て  

◆

（  本　　文  ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

平成　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願書（陳情者）住所
氏名　　　　　㊞

（  表　　紙  ）
平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞
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私立こども園の用地選定及び新利根幼稚園存続に関する
方針決定を早急に求める決議を可決

　市長に対し、私立こども園の用地選定及び新利根幼稚園存続に関する方針決定を早急に求める決
議が、第３回定例会において議員発議により提案され、賛成多数により可決されました。

　稲敷市の幼児教育は、合併から10年間、私立公立のバランス、その役割等について議会

と執行部の間でこれまで何度も議論を尽くし方針を決定してきたところであります。

　しかしながら、今回、平成28年に着工、平成29年４月に私立こども園を新設し、かつ、

新利根幼稚園を廃園して、新利根幼稚園の子どもたちは私立こども園に転園する方針案が、

あまりにも唐突に示されたため、子どもたち、保護者、地域の方々は困惑されている現状

です。

　よって、稲敷市議会としては執行部に対し、子どもたち、保護者、地域の方々の不安解

消に向けて以下の3点を強く求めます。

　まず、これまで20年、新利根幼稚園と共に市の幼児教育を支えて頂いた確かな実績のあ

る私立保育園が、新設を希望するこども園の建設予定地については、市が提案した建設予

定地は進入路の道幅が狭く、車両通行に支障をきたし、地域住民に少なからず影響を与え

ることから、旧根本小学校ではなく、旧柴崎小学校や新利根庁舎跡地等の立地条件の良い

用地に選定することを求めます。

　次に、稲敷の宝である子どもたち、そして茨城一の子育て支援を標榜する稲敷市である

からこそ、稲敷市が進めるコスト重視の幼児教育方針を改め、これまで幼児教育の拠点で

あり、幼小中連携した教育を実践してきた新利根幼稚園の存続は、地域の切なる願いでも

ありますので、その存続を強く求めます。

　最後に、上記2点について早急な決断を求めます。なぜならば、10月から新年度の入園

募集が開始される現段階において、早急な決断による子どもたち、保護者、地域の方々の

不安解消が最優先事項だからであります。

　以上のとおり、稲敷市議会は、執行部に対し、早急に私立こども園の用地選定及び新利

根幼稚園存続に関する方針決定を求めます。

　　　平成27年9月25日

稲敷市議会議長　浅　野　信　行　　

　稲敷市長　田　口　久　克　殿

私立こども園の用地選定及び新利根幼稚園存続に関する
方針決定を早急に求める決議
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視 察 研 修 報 告

県議会議長を表敬訪問
８月18日午後、茨城県議会を訪問し、茨城県広報監　取出 氏より「いばらきの広報戦略と稲敷市

のシティセールスについて」をテーマにした講演をして頂きました。
その後、細谷典幸県議会議長を表敬訪問し、今般、稲敷市が抱える諸課題について情報交換・意見

交換を行い、細谷議長へ要望書を提出しました。

茨城県への要望事項

1．県道稲敷阿見線の整備促進

2．国道125号線バイパスの整備促進（桜川・東地区）

3．主要地方道竜ヶ崎潮来線バイパスの早期完成

4．圏央道アクセス道（主要地方道江戸崎新利根線バイパス）の整備促進

5．国道408号線歩道設置の早期完成

6．県道路線の見直し等（市道の県道昇格）

中央右：細谷県議長　左：浅野議長

取出広報監による講演
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常任委員会の審査経過と結果

総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
根
本
　
光
治
　

第
3
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
8
議
案
及
び
請
願
1
件
の
主
な

審
査
概
要
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

議
案
第
64
号
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度

稲
敷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
2
号

で
は
、
既
定
の
予
算
額
に
２
、
９
４
１

万
9
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
２
１
８
億
３
、
９
９
６
万

1
千
円
と
し
、
主
に
ふ
る
さ
と
納
税

ウ
ェブ
サ
イ
ト
リ
ニュー
ア
ル
委
託
費
に

つい
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
65
号
稲
敷
市
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
伴
う
、
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
66
号
稲
敷
市
個
人
情
報

保
護
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て
で
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
規
定
済
の
個
人
情
報
に
、

「
個
人
番
号
」
と
「
特
定
個
人
情
報
」

な
ど
を
追
加
し
、
従
来
の
個
人
情
報

と
は
区
別
し
、
取
扱
う
た
め
の
改
正

を
行
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
67
号
稲
敷
市
情
報
公
開
等

審
査
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

は
、
先
の
議
案
第
66
号
に
よ
り
、
審

査
会
へ
の
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

の
取
扱
い
に
関
す
る
規
定
を
設
け
た

た
め
、
本
条
例
中
の
所
掌
事
務
に
、

こ
の
内
容
を
追
加
す
る
改
正
を
行
う

こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
70
号
稲
敷
市
消
防
団
員
の

定
数
、任
免
、給
与
、分
限
及
び
懲
戒
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
の
審
査
経
過
で
は
、
消
防

団
員
の
定
数
を
１
、
５
３
７
人
か
ら

１
、
４
０
０
人
に
改
正
す
る
こ
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
71
号
平
成
27
年
度
稲
敷

市
一般
会
計
補
正
予
算
第
3
号
で
は
、

既
定
の
予
算
額
に
2
億
５
、
１
４
８

万
1
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
２
２
０
億
９
、
１
４
４
万

2
千
円
と
す
る
も
の
で
、
歳
出
補
正

の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
の
総
務
管

理
費
で
、
国
の
地
域
活
性
化
交
付
金

を
活
用
し
た
事
業
費
が
主
な
も
の
で

あ
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
8
議
案
全
て
原
案
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
2
号
新
利
根
幼
稚
園
の
存

続
を
願
う
請
願
で
は
、委
員
か
ら
は
、

私
立
幼
稚
園
と
公
立
幼
稚
園
の
存
続

に
よ
り
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
た
め
、
請
願
の
趣
旨
に

賛
成
す
る
こ
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

委
員
長
　
岡
沢
　
亮
一
　

第
3
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
6
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経

過
と
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
68
号　

稲
敷
市
手
数
料
徴

収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
主

な
内
容
は
、
新
た
に
通
知
カ
ー
ド
・

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
発
行
手
数
料

や
、
免
除
規
定
を
定
め
る
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。　

議
案
第
69
号
稲
敷
市
保
健
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
主
な
内

容
は
、
民
間
の
利
活
用
を
図
る
た
め
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
機
能
停
止
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
改
正
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
71
号
平
成
27
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
、
当

委
員
会
所
管
部
分
に
つ
い
て
の
審
査

で
は
、
市
民
課
所
管
で
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
事
務
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
国
か
ら
、
派
遣
職
員
で
は
指

揮
命
令
を
直
接
出
来
な
い
こ
と
や
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の
観
点
か
ら

適
切
で
な
い
旨
の
通
達
が
あ
っ
た
為
、

地
方
公
務
員
法
の
適
用
と
な
る
非
常

勤
一
般
職
員
と
し
た
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
票
等
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
事
業
の
中
で
は
、
郵
便

局
で
の
交
付
も
可
能
か
と
の
質
疑
が

あ
り
、
郵
便
局
が
該
当
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
有
し
て
い
る
か

等
の
問
題
が
解
決
さ
れ
、
法
令
等
が

整
え
ば
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
点
か
ら

考
慮
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

議
案
第
72
号
平
成
27
年
度
稲
敷
市 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
の
主
な
内
容
は
、
前
年
度

の
療
養
給
付
費
等
負
担
金
や
退
職
者

医
療
療
養
給
付
費
等
交
付
金
の
精
算

に
伴
う
返
還
金
、
ま
た
前
年
度
繰
入

金
の
精
算
に
伴
う
一
般
会
計
へ
の
繰

り
出
し
金
な
ど
に
よ
る
追
加
補
正
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
75
号
平
成
27
年
度
稲
敷
市

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
の
主

な
内
容
は
、
平
成
26
年
度
決
算
に
よ

る
介
護
給
付
費
等
が
確
定
し
た
こ
と

に
伴
う
、
国
・
県
等
負
担
金
の
精
算

に
基
づ
く
も
の
及
び
、
介
護
認
定
調

査
に
お
け
る
報
酬
並
び
に
委
託
料
の

調
整
な
ど
に
よ
る
追
加
補
正
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
77
号 

平
成
27
年
度
稲
敷

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
の
内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
還
付
に
係
る
還
付
加
算
金
に

よ
る
追
加
補
正
す
る
も
の
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
6
議
案
全
て
全
会

一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。



稲敷市議会だより　第42号17

常任委員会の審査経過と結果

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
篠
田
　
純
一
　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
７
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
概

要
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。議

案
第
71
号
一
般
会
計
補
正
予
算

で
は
、
農
政
課
所
管
で
は
、
畜
産
業

費
補
助
金
の
増
額
補
正
、
建
設
課
所

管
で
は
、
道
路
新
設
改
良
事
業
の
増

額
補
正
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

下
水
道
課
所
管
で
は
、
歳
入
に
お
い

て
、
農
業
集
落
排
水
事
業 

特
別
会

計
及
び
、
公
共
下
水
道
事
業 

特
別

会
計
の
前
年
度
精
算
金
に
係
る
繰
入

金
の
増
額
計
上
を
す
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
73
号
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
の
内
容
は
、
前

年
度
精
算
に
よ
る
繰
越
金
を
一
般
会

計
へ
繰
り
出
し
す
る
も
の
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
74
号
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
前
年
度
精

算
に
よ
る
繰
越
金
を
、
一
般
会
計
へ

繰
り
出
し
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
か
ら
は
、
余
剰
金
の
発

生
要
因
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
予

備
費
が
５
０
０
万
円
ほ
ど
予
算
化
さ

れ
て
い
る
が
、
突
発
的
な
工
事
に
備

え
る
た
め
余
裕
を
も
っ
た
予
算
編
成

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
入
札
差
金
の
発
生
も
一
つ

の
要
因
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

議
案
第
76
号
、
基
幹
水
利
施
設
管

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
審
査

で
は
、
前
年
度
精
算
に
よ
る
繰
越
金

を
一
般
会
計
へ
繰
り
出
し
す
る
も
の

の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
92
号
、市
道
路
線
の
認
定
、

及
び
第
93
号
、
市
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
路
線
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
さ

れ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
94
号
、
市
道
路
線
の
廃
止

に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、
委
員
か
ら

廃
止
路
線
に
つ
い
て
区
長
や
地
域
の

方
々
へ
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
の
か

と
の
質
疑
が
あ
り
、
告
示
は
行
っ
て

い
る
が
、
地
域
の
方
々
に
周
知
は

行
っ
て
い
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
必
要
な
場
合
は
、
回

覧
板
等
で
周
知
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
議
案
７
件
に
つ
い

て
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
伊
藤
　
均
　

今
定
例
会
開
会
日
に
決
算
審
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
ま
ず
、
３

分
科
会
の
中
で
、
所
管
部
局
単
位
の

分
割
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
17
日

の
全
体
審
査
で
は
、
分
科
会
で
の
審

査
内
容
の
報
告
と
、
分
科
会
委
員
以

外
の
委
員
か
ら
質
疑
、
最
後
に
、
討

論
、
採
決
が
行
わ
れ
、
付
託
さ
れ
た

平
成
26
年
度
12
会
計
の
決
算
に
関
す

る
議
案
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
う
ち
教
育
委
員

会
所
管
で
は
、
学
校
施
設
維
持
管
理

に
係
る
委
託
費
等
の
随
意
契
約
に
つ

い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
契
約
内
容
の

詳
細
説
明
が
行
わ
れ
、
契
約
業
者
が

偏
ら
な
い
よ
う
地
元
業
者
を
優
先
し

振
り
分
け
る
な
ど
の
対
応
を
求
め
る

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

保
健
福
祉
部
・
高
齢
福
祉
課
所
管

で
は
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
り
提
供
内
容
に
問
題

が
あ
れ
ば
調
査
し
改
善
し
て
い
く
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
生
活
部
・
環
境
課
所
管
で

は
、
不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ
の
効
果

に
対
し
て
の
質
疑
で
は
、
今
後
不
法

投
棄
対
策
に
つ
い
て
、
更
な
る
調
査

研
究
を
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。
市
民
協
働
課
所
管
で

は
、
男
女
共
同
参
画
の
事
業
へ
の
参

加
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
の
質
疑

で
は
、
新
た
な
事
業
を
立
案
検
討
中

で
あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

産
業
建
設
部
・
農
政
課
所
管
の
審

査
で
は
、
農
業
経
営
所
得
安
定
対
策

事
業
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
決
算
額
が
低
い
要
因
は
、
国

の
補
助
単
価
が
下
が
っ
た
こ
と
や
、

農
家
戸
数
の
減
少
が
原
因
で
あ
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
都
市
計
画

課
所
管
の
審
査
で
は
、
市
営
公
園
管

理
費
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
特
に

堂
前
親
水
公
園
、
古
渡
水
の
里
公
園

の
維
持
管
理
経
費
の
内
容
に
つ
い
て

詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
管
理

費
の
差
に
つ
い
て
は
、
公
園
の
規
模

や
付
随
施
設
の
維
持
管
理
費
に
よ
る

差
が
あ
る
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。
公

園
管
理
の
委
託
先
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
方
々
で
公
園
を
管
理
で
き
る
よ

う
な
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

頂
き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ

り
原
案
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
会
計
・
水
道
会
計
決
算
等
に

つ
い
て
は
、
議
案
第
79
号
、
第
87
号
、

第
88
号
の
3
議
案
に
つ
い
て
賛
成
多

数
で
認
定
。
他
の
8
議
案
に
つ
い
て

は
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
認
定
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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猛
暑
も
過
ぎ
、
過
ご
し
や
す
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り

目
と
い
う
事
も
あ
り
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
体
調
管
理
に
は
十
分
留

意
し
て
お
過
ご
し
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
平
成
26
年
度
の
決

算
審
査
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
の
貴

重
な
税
金
が
何
に
使
わ
れ
た
か
、
適

正
に
使
わ
れ
た
か
審
査
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
一
方
的
な
見
方
で
は

な
く
、
色
々
な
角
度
か
ら
見
つ
め
議

論
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で

以
上
に
稲
敷
市
議
会
は
議
論
、
そ
し

て
行
動
す
る
議
会
を
目
指
し
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
編
集
委
員
も
５
年
目

を
向
か
え
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に

構
成
や
見
出
し
等
、よ
り
見
や
す
く
、

読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
紙
面

に
一
歩
づ
つ
近
づ
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
「
日
に
新
た
に
、
日
々
に
新
た
な

り
」

と
の
言
葉
の
よ
う
に
、
毎
号
新
鮮
な

気
持
ち
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ

り
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
に
な
る

よ
う
に
作
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
岡
沢　

記
）

稲敷市ホームページ 
http://www.city.inashiki.lg.jp/

稲敷市ツイッター 
https://twitter.com/inashiki_city

稲敷市議会 検索

市議会ホームページを
ご覧ください

　会議日程や会議結果、議員名簿などを掲載し
ているほか、議会の録画放送も掲載しています
ので、ぜひご覧ください。また、新たな情報伝
達の手段として稲敷市Twitter（ツイッター）で、
議会情報の提供を行っています。

傍傍 聴聴
してして

みませんかみませんか
次回定例会開催予定は

12 1月 日　となります。

　市議会は、傍聴できます。
　この９月議会（定例会）では、期間中、のべ
22人の皆さまが傍聴しました。稲敷市役所
東庁舎の２階で当日に受付けています。
　また、議場傍聴ではなく、庁舎１階ロビー
にあるテレビで議会中継を傍聴することも
できます。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当
日に受付けています。傍聴については、
　①　受付時間は午前８時３０分から（先着順）
　②　傍聴の予約はできません
　③　傍聴席は２５席まで
　　　（別途、報道関係５席）
　④　議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで
　　　議会の生中継を傍聴できます　　　　　など
　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく
ださい。

　次回の定例会の詳しい日程については、議会事
務局までお問い合わせください。

☎　０２９９ｰ７８ｰ３３９０（直通）
FAX　０２９９ｰ７８ｰ３３９６

第３回定例会終了後の９月25日に稲敷

市議会を代表しまして浅野議長が、災

害見舞金を高杉常総市長、風野市議会

議長へお届けするとともに一日も早い

復旧、復興への

気持ちをお伝え

してきました。

委
員
長
　
　
篠
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